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【目的】
複雑部分発作重積漉態 (Complexpartialstatusepilepticus‥CPSE)はけいれん要素が
目立たないため､特に小児においてはてんかん重積状態と診断されにくい｡そこで､
CPSEの特徴や病態を知るためにCPSEと診断された小児てんかん患者 17例の臨床症
状､脳波所見｣経年的変化を中心に検討した｡
【結果】
基礎疾患は脳血管障害が 17例中5例と最も多かった｡CPSEの初発年齢は生後3カ
月から17歳であった｡CPSE発症時の診断は､13例が症候性局在関連性てんかん､1
例が潜因性局在関連性てんかん､1例が特発性局在関連性てんかん､2例が徐波睡眠
時に持続性林徐波を示すてんかんであった｡44回申18回のCPSEにおいて自律神経
症状がその主症状であった｡発作時脳波から､微細な症状のみであっても林波成分の
強いパターンを示すことがわかった｡発作時脳波から推定される焦点は側頭部起源の
ものは2例のみであり､後頭部や前頭部からのものも多かった｡
【結論】
小児のCPSEは自律神経症状のみであったり､微細な渥状とけいれん要素が混在 し
たりするなど多種多様であるという特徴があった｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､小児の複雑部分発作重積状態 (Complexpartialstatusepilepticus:CPSE)＼
の臨床症状､脳波所見､画像所見などについてまとめたものである｡
従来の少数の報告に比べ､17例と多くの症例を検討し､基礎疾患にっては脳血管障害が最
も多く､てんかんの発症年齢は生後22･日から7歳で､6例はCPSE以外のけいれん重積状
態を呈した｡また日常の発作型は複雑部分発作が主であるが､全身性けいれんを示した症
例も認めた｡興味深いのは､微細な症状のみの症例でも発倖時脳波は妹波成分の強いパタ
ーンを示したことである｡CPSEの治療としてジアゼパムの静注が多くの例で有効であった.
これらは､CPSEの臨床像について重要な知見を得た研究として高く評価でき､今後､さら
に本症の病態に踏み込んだ研究の継続が期待される｡ √＼
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
